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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 43,55 43,18 -0,37 44,43 -1,25

USD / BRL Spot BRL 2,2562 2,2684 +0,0122 2,2317 +0,0367

USD / JPY Spot JPY 98,21 97,96 -0,25 99,14 -1,18

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 49.422 49.212 -210 47.457 +1.755

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 185,3 191,3 +6,0 186,7 +4,6

Brazil 5yrs Gov. Bond % 10,64 10,82 +0,18 11,05 -0,23

DI Future Jan14（金利先物） % 8,80 8,81 +0,01 8,93 -0,12

3 Months US Dollar Libor % 0,265 0,266 +0,001 0,273 -0,007

CRB Index（国際商品指数） Index 284,5 283,6 -0,9 275,6 +8,0

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2013年7月30日

Indicator Unit 7月26日

昨日のドルレアルスポット相場はＦＯＭＣを控えて緩和策縮小への懸念が相場を支配したことからレアル
安となる展開でした。朝方は週次サーベイが先週分と然程変わらなかったことから先週末比ほぼ同水準
の２．２５台半ばで始まりましたが、先週の流れから緩和策縮小への警戒感が台頭してレアルじり安となり
ました。その後、２．２６台前半でもみ合ったものの中銀のドル売り介入はなかったため直近レアル安値を
更新し、結局２．２６台後半で引けています。

明日のＦＯＭＣでは利上げの目処となる失業率等の水準、いわゆるフォワードガイダンスを緩めて利上げ
が近くないことを示すとの観測記事が先週出ていましたが、レアルは緩和策縮小への警戒感が根強く
レアル安値圏での取引が続いています。ＦＯＭＣ後のバーナンキ議長会見も予定されていないため
緩和策早期縮小を示唆する可能性は少ないと思われますが、レアル相場はそれだけ神経質になって
いるように感じます。今朝発表された７月のＩＧＰＭ総合インフレ指標は市場予想を若干下回りましたが、
レアル安の影響を懸念する当局は現状からのレアル安には介入で対処してくると思われますので、
米緩和策縮小によるレアル売りとレアル買い介入により不安定な動きが続きそうです。
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